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本人研究者のアメリカ 移住 

0 村上由紀子 ( 早大 ) 

工 はじめに 

今日の先進国では 経済成長ほイノベーションとテクノロジ 一に導か 。 知識の創造と 発展が富の 

て 重要な役割を 果たしてい な 経済においては。 サイェン スやテタ ノロジ一に関わ 

源を確保することが 科学技術に関する 競争優位を失わないようにするため 口俸 

者や技術者を 海外か 用 する政策を採っている。 したがって、 頭脳流出演途上国 

大 であ った。 その 

。 その正確な数を 日本からの出国データでとらえること 

メリカを中心江海 へ 移住していると 推 

ぼ 。 大卒以上の学歴を 持ち。 アメリ 

ヱシ ス や エンジニアリンバを 人 、 さらに博士号 

一般に。 頭脳流出は送り 出し国側からみると、 高度な や技術、 高 い 生産力が失わ ることを意味し 、 ま 

た 。 高等教育に対する 国の投 もたらす。 しかし。 海外在住者が 送り出し国と 受 

け 入れ国の間の 共同研究やビジネスにおいてブリッジの 役割を果たすのであ ば、 送り出し国にもメリット カぎ 

あ る。 さらに、 海 殊に流出した 人材が人的 本を高め帰国するなら ぼ 。 海外の技術やビジネスノウハウを 送り 

出し国に移転することができ。 また、 海外との ネ、 ットヮ 一タ を 利用した や ビジネ " スを スタートさせるこ 

ともできる。 

したがって、 日本人 外 移住は、 研究者個人のみならず、 日本全 にも プラスマイナス 両面の影響 

を 与える可能性があ り、 その移住の実態を 明らかにすることは 重要であ ると考え ろ る 。 科学技術政策研究所 

3@ ま アメリカの 鬨 a も も 。 軽 ) に在籍する日本人研究者の 意識や活動状況を 調査し、 

研究者の海外派遣や 帰国奨励 策 のあ り方を検討している。 本研究は対象を NT 買に限定せず、 アメリカの代表 

的な国立研究所や 大学で働く様々な 分野の研究者に 広げ、 実態調査の内容もアメリカへの 

での就職方法、 アメリカの研究環境に 対する評価、 アメリカ生活の 満足度。 日本とのインタラクション。 帰国 

の 意思や条件などについて 広範に詳しく 調査している 点に特 があ る。 ただし。 本報告 は 時間の制約五、 

の 動機やアメリカの 研究環境に関する 研究に限定される。 
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2  アンケート調査方法の 概略 

本報告で用いるデータ は 平成Ⅱ 年軽月 ～ 工 年 1 月に行われたアンケー の 結果であ る。 このアンケ 

ほ アメリカを代表する 国立研究 関 と大学のうち。 ホームページにおいて 研究者の 前 が公表されて 

大学を対象に 行った。 自然科学系の 究 に従事し。 名前から判断して 日本人と思わ 

大にアンケート 調査票を郵送した。 この中にほ白系アメリ 力人も含まれていたが、 事前に特定することほでき 

なかったために、 日系アメリ力人に 調査票が っ た場合には回答しないように 依頼した。 その結果、 留学もし 

くは就業のためにアメリカ ヘ 渡った 湘 人から有効回答を 得ることができた ( 有効回答率 

回答者の属性は 表工の通りであ る。 

表 1  回答者の属性 

3  アメリカ移住の 動 

本 アンケート調査ではアメリカ ヘ ・移住した動機について 2 0 項目を設け。 各項目に関して、 「 卜 当てはま 

らない」。 「 万 あ まり当てはまらない」、 「㌔どちらともいえない」 、   = やや当てはまる」。 「㌔当ては 

まる」の 5 段階から回答を 選択するよ う 依頼した。 その結果、 最も多くの人が 5 を選択し、 平均値が一番高い 

のほ 「自分の専門分野で 一流といわれる 研究者と一緒に きたり㍉という 動 であ る " アメリカの科学技術分 

野 における論文は 質量ともに際だっている ( 文部科学 05)) 。 また、 自然科学分野のノーベル 

3 人で 2 位のイギリス 典人を大きく 引き離している。 各分野で世 的に見て一流と 言われる人材が ア 

メリカにいるため。 彼らと一緒に 仕事をしたいという 優秀な研究者が 世界中から集り、 そのことがさらにアメ 

リカの研究を 活性化させているという 好 循環が生じていると 考えられる。 

同様に、 「設備や予算などの 仕事の環境が 優れていてアメリカの 方が高い成果を 

では先端の技術や 知識を修得できる」、 「世界の舞台で 自分の 力 を試したかった」と 

智者が 召や 5 を選択している。 したがって、 研究者がアメリカに 移住する直接の 動 

達や優れた研究開発環境、 自分の研究成果向上への 期待であ ると考えられる。 

一方。 「自分の専門分野の 科学や技術は 日本では発達していない」。 「日本では経済的に 豊かで安全社生活 

を 送れない」、 「アメリカの 方が給与が高Ⅱなど 日本側の問題に 起因する 動 こ ついては否定的な 回答が多 

い。 ただし。 「日本にほ希望する 条件の仕事がなり」については、 4 割以上の人が 投または 5 を選択しており、 

博士号を持った 人の就職の難しさを 反映している " 

また " 科学技術以覚の 面でアメリカに 魅力を感じ移住した 人も多い。 「英語を学びたい」、 「人的ネット ワ 
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一ク を形成。 拡大したい コ などは研究 果を高める上で 必 な 条件であ ると考え ろ 以上の人が 堆 また 

は うを選択している。 また。 「アメリカの 文化や生活を 楽しみたい」についても 平均値が 3 を超えている。 研 

究 者は生活者でもあ るため、 その国の文化や 生活に興味を 持ったり馴染んだりすることも 移住の場合には 重要 

であ ると考え ろ 

奨学金やバラントをもらえたことがきっかけになった 人は半分以上であ り は 主に ボ ス ドク の場合で 

あ る。 また。 回答 の % 分 の & は アメリカの企業や 研究機関から へッ ドハント さ おり。 国際的に認知さ 

た 人の流出を示していると 考えられる。 一方 " 「アメリカ江家族。 親戚がいる コ という理由を 選んだのはごく 

一部の人であ る。 アメリカはファミリーべ ー スの移民ビザを 発行しており、 家族的なつながりを 重 

政策をとっているが " 日本人の場合 は " アメリカに居住する 定本人をコアに 家族や親 が 次女に移住するとい 

ぅ 構図にはなっていないようであ る。 

また、 滞在年数による 移住動機の違いも 重 であ る " 滞在年数の長さほ 一つにはアメリカに 

す 。 回答者の中で 滞 56 年にアメリカに アメリカに住んでい 

年数の一番短い 人は 年に入ってからアメリカに 

力 も大きく変化しており。 このことが移住の 動 にも影響を与えると 考え 

年 以下でもⅡ 年 以上でも、 アメリカの科学技術の 究 環境の良さが 直接の 

であ ることには変わりがない。 研究者が目指すものや 惹かれるものほ 時代を超えて 変わらないといえよ う 。 し 

        興味深いことに。 それ以外の要因については 滞在年 によ る違いが見られる。 

まず、 「自分の専門分野の 科学や技術は 日本では発達していない」。 「日本には 望 する条件の仕事がない」。 

「日本でほ経済的に 豊かで安全な 生活を送れない」、 「アメリカの 方が給与が高い」については。 

の入の平均値が 高い。 日本の d 人 当たり が アメリカを追い 越したの ば   7 年のことであ る。 特に 

代 より以前にアメリカに 渡った人にとっては 日米間の経済格差、 科学的技術格差は 大きく。 日本からプッシュ 

される形でアメリカに 移住したと思われる。 また、 「奨学金やバラントをもらえた」 " 「アメリカの 企業や 

究 機関等から へッ ドハント さ た 」についても。 滞在年数 糞年 以上の人の平均値が 高く。 以前は奨学金をも 

らえたりへ、 ンドハント さ たりするような 特別な ば 。 移住は難しかった と 

6 年以下 0) 滞在年 の人の場合に 平均値が高いのほ。 「アメリカで いた経験があ ると。 将来。 

日本で良い条件の 仕事にっくことができる」、 「英語を学びたり、 「アメリカの 市場、 法、 商慣習について 

学びたい」 
  「人的ネットワ - クを形成                           であ る。 したがって、 滞在年 の 短い人は始めから 短 

期 的な人的投資を 目的に渡米している 人も いと推察される ，すな む ち、 専門能力や英語力を 高め。 人的ネッ 

トワークをアメリカに 広げて帰国後にそれらを 活かしたいと 考えていると 思わ る 。 また。 研究成果をあ げる 

ために は 英語力の向上や 良質な人的ネット ヮ 一タ を 形成することが 前よりも重要な 時代に入ってきていると 

考えられる。 

                研究分野を医薬。 生物系と物理。 化学。 工学系に分けて 移住の動 をみると。 「自分の専門 分 

流 といわれる研究者と 一緒に働きたい」。 「設備や予算などの 仕事の環境が 優れていてアメリカの 方が高い成 

果 をあ げられる」といった 最も高い平均値を 示した 動 は " 医薬。 生物系の方が 物 。 化学。 工学系よりも 高 

い 平均値を示している。 論文数における 日米間の格差は 医薬。 生物系の方が 大きく。 したがって。 こ 
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野を研究している 研究者の方がアメリカに 移住することによって 学ぶことが多いと 

また、 「アメリカの 企業や研究 関 等から へッ ドハントされた」や「アメリカの 方が給与が高い」の 平均値 

は 物理。 化学。 工学系の方が 高いことも、 同様の理由によると 考えられる。 すな む ち、 分野別の論文数の 割合 

を見ると、 日本で @ ま化学。 物理学、 工学の割合がアメリカより 高く、 また、 自然科学分野のノーベル 賞受賞者 

人 が物理学賞もしくほ 化学賞の受賞者であ ることから ( 文部科学 省編 (20 5)) 、 日本では伝統的 

に 物理学。 化学、 工学が発達し、 これらの分野において 国際的に活躍する 研究者が へッ ドハントされたり、 日 

本より高い給与で 雇用されたりしていると 推察される。 

また。 「英語を学びたい」、 「アメリカで 働いた経験があ ると、 将来。 日本で良い条件の 仕事にっくことが 

できる」。 「人的ネットワークを 形成。 拡大したい」は 医薬。 生物系の方の 平均値が高い。 研究者でもあ り 医 

師 でもあ る人の場合は 数年で帰国する 予定の人が相対的に らの場合は数年の 間に英語 力 や専門性を高 

め 。 アメリカの研究者ネットワークにアクセスする 会を得ることが 渡米の目的であ ると推察される。 

この 他 。 学会当日においては、 個人属性の違いによる 移住動機の違いや、 アメリカの研究環境の 特 

いても発表する 千軍であ る。 

注 ) 

本研究 は 平成 27 年度科学 究費 補助金 ( 基盤研究 (c) ) の助成を受けて 行われた。 
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